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長

回
目
福
祉
の
船
に
参
加
し
て
毘

一 …ムー

り

こ
の
旅
行
で
ぼ
く
が
一
ば
ん
楽
し
み
に
し

て
い
た
の
は
、
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
に
行
く

こ
と
で
し
た
。

デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
に
つ
い
て
か
ら
全
員

で
ま
ず
、
記
念
写
真
を
と
っ
て
あ
と
は
自
由

行
動
に
な
り
ま
し
た
。
ぼ
く
が
一
番
お
も
し

ろ
か
っ
た
乗
り
物
は
、
ス
プ
ラ
ッ
シ
ュ
マ
ウ

ン
テ
ン
で
し
た
。
一
時
間
ぐ
ら
い
ま
っ
て

や
っ
と
で
の
れ
ま
し
た
。
さ
い
し
ょ
は
ゆ
っ

た
り
と
し
て
い
て
こ
わ
く
な
か
っ
た
け
ど
、

さ
い
ご
の
坂
の
所
が
す
ご
く
こ
わ
か
っ
た
で

す。
い
か
だ
か
ら
お
り
て
歩
い
て
い
た
ら
、
急

に
、
ミ
ニ

l
が
出
て
き
て
ぼ
く
の
お
で
こ
を

ト
ン
ト
ン
と
2
固
た
た
い
て
走
っ
て
い
き
ま

し
た
。
ぼ
く
は
す
ご
く
ラ
ッ
キ
ー
で
し
た
。

よだ会英育

岩
手
県
久
慈
市
大
川
目
小
学
校
六
年

志

亮

町
田
楽
し
か
っ
た
福
祉
の
船
田

八
月
一
日
か
ら
八
月
三
日
ま
で
僕
は
初
め

て
東
京
に
行
き
ま
し
た
。

一
日
目
は
、
サ
ン
ケ
イ
新
聞
の
出
来
る
ま

で
を
見
学
し
て
い
る
時
、
大
き
な
機
械
の
速

さ
に
ピ
ッ
ク
リ
し
ま
し
た
。
見
学
を
終
え
て
、

ホ
テ
ル
に
着
き
ま
し
た
。
ホ
テ
ル
は
、
す
ご
く

立
派
で
十
二
階
か
ら
見
る
夜
景
は
と
て
も
き

れ
い
で
し
た
。

二
日
目
は
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
で
す
。

ス
プ
ラ
ッ
シ
ュ
マ
ウ
ン
テ
ン
は
、
一
時
間

も
待
っ
て
乗
り
ま
し
た
。
ち
ょ
っ
と
こ
わ

か
っ
た
け
ど
、
す
ご
く
楽
し
か
っ
た
で
す
。
ま

た
乗
り
た
か
っ
た
け
ど
、
ま
た
並
ぶ
の
は
大

変
な
の
で
や
め
ま
し
た
。

ス
モ
ー
ル
ワ
ー
ル
ド
は
涼
し
く
て
楽
し
く

て
二
回
も
乗
り
ま
し
た
。

ミ
ツ
キ
l
マ
ウ
ス
や
パ
レ
ー
ド
が
一
番
た

の
し
か
っ
た
で
す
。

三
日
目
は
水
族
園
に
行
っ
て
大
き
な
水
そ

う
で
マ
グ
ロ
が
泳
ぐ
の
を
見
た
り
、
と
っ
て

も
か
わ
い
い
ペ
ン
ギ
ン
を
み
て
き
ま
し
た
。

こ
の
旅
行
で
友
達
も
出
来
た
し
、
そ
し
て

な
に
よ
り
も
お
母
さ
ん
と
ず
っ
と
い
っ
し
ょ

、l
J
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去
る
八
月
二
十
七
日
に
平
成
九
年
度
第
二

回
理
事
会
・
評
議
員
会
が
開
催
さ
れ
、
平
成

十
年
度
日
本
財
団
補
助
金
交
付
申
請
に
つ
い

て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
理
事
・
評
議
員
の
辞
任
に
伴
い
、
理

事
に
小
川
富
之
助
氏
（
全
国
水
産
加
工
業
協

同
組
合
連
合
会
代
表
理
事
副
会
長
）
、
安
藤
駿

栄
氏
（
全
国
連
合
小
学
校
長
会
会
長
）
の
二

名
と
、
評
議
員
に
安
室
宏
氏
（
千
葉
県
漁
業

協
同
組
合
連
合
会
代
表
理
事
会
長
）
、
山
口
祭

氏
（
新
潟
県
漁
業
協
同
組
合
連
合
会
代
表
理

事
会
長
）
、
山
下
健
作
氏
（
三
重
県
漁
業
協
同

組
合
連
合
会
代
表
理
事
会
長
）
、
佐
々
木
護
氏

田

お
母
さ
ん
は
大
さ
わ
ぎ
を
し
て
写
真
を
と
っ

て
い
ま
し
た
。

夜
の
パ
レ
ー
ド
を
見
た
か
っ
た
け
ど
も
う

っ
か
れ
て
い
た
の
で
見
な
い
で
帰
っ
て
き
ま

し
た
。
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
に
は
、
お
も
し

ろ
い
乗
り
物
が
い
っ
ぱ
い
あ
っ
た
の
で
、
ま

た
行
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

一
日
目
の
夜
の
パ
ー
テ
ィ
ー
で
友
達
が
出

き
ま
し
た
。
仙
台
か
ら
き
た
渡
辺
浩
二
君
と

い
う
人
で
す
。
浩
二
君
に
は
中
2
の
お
兄
さ

ん
が
い
て
ぼ
く
と
同
じ
で
す
。
浩
二
君
は
と

て
も
明
る
く
て
ひ
ょ
う
き
ん
で
お
も
し
ろ
い

人
で
し
た
。
パ
ス
の
中
で
も
と
な
り
ど
う
し

で
し
た
。
か
つ
て
に
リ
ー
ダ
ー
に
さ
れ
て
む
か
つ
い

た
け
ど
、
ク
イ
ズ
は
お
も
し
ろ
か
っ
た
で
す
。

事轟

（
愛
媛
県
漁
業
協
同
組
合
連
合
会
代
表
理
事
会

長
）
、
大
谷
浩
二
氏
（
船
員
災
害
防
止
協
会
専

務
理
事
）
と
鈴
木
淑
雄
氏
（
全
国
都
道
府
県

教
育
委
員
会
連
合
会
事
務
局
長
）
の
六
名
が

選
任
さ
れ
ま
し
た
。

勝
料
悶
悶
悶
続
料
財
閥
問
料
糊
協
側
協
持
昨
日
間
関
総

第
二
回
選
考
委
員
会

自
制
刺
繍
側
蹴
鞠
磁
縦
割
関
髄
蹄
関
統
鰍
闘
機
議
時
時
制
措
闘
機
織

去
る
七
月
二
十
八
日
に
開
催
さ
れ
た
平
成

九
年
度
第
二
回
選
考
委
員
会
に
お
い
て
、
七

月
十
五
日
締
切
り
の
第
二
回
奨
学
生
出
願
者

に
つ
い
て
審
議
の
結
果
、
幼
稚
園
・
小
中
学

校
在
学
の
学
資
給
与
奨
学
生
十
一
名
、
高
校

等
在
学
の
学
資
給
与
奨
学
生
九
名
（
う
ち
、

高
校
貸
与
奨
学
生
の
併
願
二
名
）
、
大
学
等
在

学
の
貸
与
奨
学
生
二
名
、
合
計
二
十
四
名

,{ 

（
実
質
二
十
二
名
）

た。
こ
の
結
果
、
新
規
奨
学
生
を
加
え
た
九
月

末
日
現
在
の
奨
学
生
数
は
、
別
表
「
都
道
府
県

別
奨
学
生
数
」
の
通
り
で
す
。

ま
た
、
来
年
度
高
校
進
学
予
定
の
中
学
生

一
名
も
予
約
採
用
さ
れ
ま
し
た
。

の
採
用
が
決
定
し
ま
し

話
括
経
認
識
擁
護
話
器
髄
鑓
鶴
懇
切
遺
書
掛
締
蕗

平
成
九
年
度

去
る
九
月
二
十
六
日
、
東
京
都
千
代
田
区

コ
l
プ
ピ
ル
に
お
い
て
、
平
成
九
年
度
全
国

育
英
事
業
事
務
担
当
者
会
議
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

宮
城
県
仙
台
市
四
郎
九
小
学
校
六
年

渡

辺

浩

に
す
ご
せ
た
こ
と
が
よ
か
っ
た
で
す
。

サ
ン
ケ
イ
の
ス
タ
ッ
フ
の
み
な
さ
ん
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

す
ご
く
楽
し
い
思
い
出
が
で
き
ま
し
た
。

前

略

今

回

は
大
変
お
世
話

に
な
り
ま
し

た
。
親
子
共
に

素

晴

し

い

ツ

ア
l
に
参
加
で

き
感
謝
の
し
よ

う
も
あ
り
ま
せ

ん
。と
っ
て
も
楽

し
い
旅
行
に
な
り

一
生
忘
れ
が
た
い
も
の
に

な
り
ま
し
た
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
初
め
て
の
新
幹
線
、
東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ

ン
ド
、
そ
し
て
す
ご
く
立
派
な
ホ
テ
ル
、
夢

の
よ
う
な
三
日
間
で
し
た
。

皆
様
の
お
か
げ
で
無
事
終
え
る
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。

企操会
画業事
課安務
井定局
上協担
課会当
長等 の
補の漁
佐職連

香喜信
取び強
調に恕
査 也
指水翠方ま児海県都いだ力に英頃は
導産事協すを難漁道るいいご事、、当
係庁予議地励遺船府各てた協業育日日

ロ
第
六
四
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
ロ
〆
切
り
せ
ま
る
刀

本
育
英
事
業
が
よ
り
多
く
の
方
の
ご
理
解
を
得
ら
れ
る
よ
う
、
前
年
に
引
き
続
き

「
第
六
回
漁
船
海
難
遺
児
を
励
ま
す
『
海
と
子
供
』

の
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
」
を
開
催
い
た

し
ま
す
。
応
募
要
領
は
次
の
通
り
で
す
が
、
不
明
な
点
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
本
会
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
皆
様
か
ら
の
ご
応
募
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

脇
百
械
相
＋
却
が
白
ル
枠
ド
い
白
河
み
官
つ

ω
H
，L
お
白

ι札
柑
畢
・

4
up勺
J

バ
ッ
テ
く
だ
さ
い
ま
せ
。（
渡
辺
浩
二
の
母
よ
り
）

海難事故が発生した場合 ff 

海
と
子
供
た
ち
を
主
題
に
し
た
も
の

水
産
団
体
等
に
所
属
し
て
い
る
人
及
び
そ
の
家
族

プ
リ
ン
ト
（
カ
ラ
l
及
び
白
黒
、

キ
ャ
ビ
ネ
判
1
四
つ
切
り
）

ス
ラ
イ
ド
（
三
十
五
ミ
リ
判
1
六
×
九
判
）

＊
応
募
締
切
平
成
九
年
十
月
三
十
一
日

（
金
）
当
日
消
印
有
効

＊
発
表
平
成
十
年
一
月
中
旬

入
賞
・
入
選
者
に
は
、
本
人
に
通
知
す
る
ほ
か
、
「
育
英
会
だ
よ
り
」
等

で
発
表

＊
そ
の
他
の
注
意
事
項

①
作
品
は
未
発
表
の
も
の
に
限
り
ま
す
。
②
作
品
の
返
却
は
ス
ラ
イ
ド
の
み
と
し
、

返
信
用
封
筒
・
切
手
同
封
の
方
に
限
り
ま
す
。
③
入
賞
・
入
選
作
品
の
版
権
は
本
会

に
帰
属
し
、
広
報
用
に
使
用
さ
れ
ま
す
。

育英会に必ず連絡を

＊
テ
ー
マ

＊
応
募
資
格

＊
サ
イ
ズ

長
、
漁
船
海
難
遺
児
を
励
ま
す
全
国
協
議
会

担
当
の
全
漁
連
漁
政
部
の
堤
部
長
、
道
下
部

長
代
理
及
び
全
国
漁
協
婦
人
部
連
絡
協
議
会

担
当
の
全
漁
連
組
織
強
化
部
の
村
上
副
調
査

役
が
出
席
し
、
次
の
議
題
に
つ
い
て
熱
心
な

討
議
が
交
わ
さ
れ
、
今
後
も
育
英
事
業
の
充

実
に
努
め
る
こ
と
を
確
認
し
合
い
、
会
議
を

終
了
し
ま
し
た
。

一
、
「
平
成
八
年
度
事
業
報
告
」
及
び
「
平
成

九
年
度
事
業
計
画
」
に
つ
い
て
（
育
英
事
業
、

事
業
収
支
、
寄
付
金
、
及
び
育
英
事
業
推
進
活

動
等
）
二
、
今
後
の
育
英
事
業
に
つ
い
て
（
育
英
事
業

の
現
状
、
及
び
第
七
期
育
英
資
金
募
金
実
績

等）三
、
学
資
給
与
・
奨
学
金
貸
与
事
業
の
事
務
手

続
き
に
つ
い
て

平
一
戸
の
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト

リ
サ
イ
ク
ル
活
動
の

一一九～

V

一一一ふ
利
益
を
寄
付
一
J

去
る
八
月
十
八
日
、
日
本
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ

ト
県
連
盟
平
戸
第
一
団

（
千
北
弘
治
朗
隊
長
、

団
員
二
十
四
名
）
で
は
、
千
北
陽
長
ほ
か
隊

員
五
名
が
代
表
し
て
平
戸
海
上
保
安
署
（
井

田
秀
範
署
長
）
を
訪
れ
、
隊
員
達
の
カ
ン
パ

や
同
団
が
キ
ャ
ン
プ
場
で
バ
ザ
ー
を
開
い
た

際
の
益
金
な
ど
を
同
署
を
通
じ
て
本
育
英
会

に
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

同
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
は
、
十
七
年
前
に
発

足
し
て
以
来
、
リ
サ
イ
ク
ル
活
動
で
の
益
金

を
本
会
に
寄
付
さ
れ
て
お
ら
れ
ま
す
。

保
盛
一…渚
か
‘
げ
の
た
法
芳
一

＊
い
つ
も
学
資
給
与
金
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
長
男
も
来
年
高
校
受
験
が
あ
り
ま
す。

が
ん
ば
っ
て
高
校
だ
け
で
も
入
れ
る
こ
と
が

で
き
た
ら
う
れ
し
い
で
す
け
ど
、
高
校
の
学

資
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
石
巻
市
鈴
木
み
え
子
）

＊
一
学
期
の
娘
の
成
績
が
と
て
も
良
か
っ
た

で
す
。
息
子
も
元
気
で
す
。
こ
だ
わ
り
な
く

海
へ
お
よ
ぎ
に
出
か
け
ら
れ
ま
し
た
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
（
石
川
県

桜
井
三
重
子
）
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＊
今
年
は
主
人
の
三
回
忌
で
し
た
。
こ
の
時

期
に
な
る
と
あ
の
時
が
鮮
明
に
よ
み
eか
え
っ

て
き
ま
す
。
（
松
江
市
村
松
淳
子
）

＊
こ
の
夏
、
主
人
が
な
く
な
っ
て
初
め
て
子

供
た
ち
を
海
水
浴
に
つ
れ
て
行
き
ま
し
た
。

今
ま
で
怖
く
て
海
の
そ
ば
へ
は
行
け
な
か
っ

た
の
で
す
が
、
子
供
た
ち
が
大
は
し
ゃ
ぎ
す

る
の
を
見
て
思
い
き
っ
て
海
へ
入
っ
て
良

か
っ
た
と
思
い
ま
し
た
。（
徳
島
県
神
野
美
笑
）

＊
毎
日
暑
い
日
が
続
き
ま
す
が
皆
棟
い
か
が

お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。
息
子
も
夏
休
み
に

な
り
名
古
屋
か
ら
帰
り
久
し
ぶ
り
に
又
に
ぎ

や
か
に
な
り
ま
し
た
。
下
の
子
も
中
学
生
最

後
の
夏
休
み
に
勉
強
に
遊
び
に
と
し
っ
か
り

夏
休
み
し
て
ま
す
。
何
時
も
育
英
金
を
心
よ

り
お
礼
・
申
し
上
げ
ま
す
。
大
切
に
使
わ
せ
て

頂

き

ま

す

。

（

高
知
県
田
宮
美
知）

＊
毎
日
あ
つ
い
日
が
続
い
て
い
ま
す
。

三
人

と
も
元
気
に
泳
い
で
遊
び
に
夢
中
に
な

っ
て

い
ま
す
。
（
大
分
県
栗
林
佐
代
美
）

＊
送
金
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
年
の

夏
は
十
三
回
忌
も
終
え
、
あ
ら
た
め
て
時
の

流
れ
を
感
じ
て
い
ま
す
。
親
子
三
人
元
気
で

頑
強
っ
て
生
き
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

（
佐
賀
県
中
邑
綾
子
）

平成9年 10月l日りよだ
A 
XI; 英育

員
申
し
込
み
・
奨
学

金
の
御
寄
付
』
の
お
礼

(2) 

平
成
九
年
六
月
か
ら
平
成
九
年
八
月
ま
で

の
聞
に
、
会
員
の
お
申
し
込
み
を
い
た
だ
い

た
会
員
の
ご
芳
名
を
掲
げ
、
厚
く
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

※
御
芳
名
（
敬
称
略
）

〔
六
月
〕
マ
根
本
京
子
・
新
規
（
品
川
区
）
マ

槍
垣
哲
男
・
継
続
（
愛
媛
県
越
智
郡
）
マ
福
富

嘉
彦
・
新
規
（
松
戸
市
）
マ
三
上
恵
里
・
新
規

（
柏
市
）

〔
七
月
〕
マ
大
類
裕
久
・
新
規
（
我
孫
子
市
）

マ
田
辺
敏
夫
・
継
続
（
茨
城
県
波
崎
町
）
マ
島

一
雄
・
継
続
（
印
西
市
）
マ
中
森
正
元
・
継
続

（
藤
沢
市
）
マ
大
島
登
・
新
規
（
土
浦
市
）
マ

松
山
美
喜
・
継
続
（
世
田
谷
区
）

【
ハ
月
〕
マ
釜
回
朝
・
継
続
（
佐
倉
市
）
マ
宮

本
誠
・
継
続
－
（
杉
並
区
）

寄
付
』

の
お
礼

平
成
九
年
六
月
か
ら
平
成
九
年
八
月
ま
で

に
御
寄
付
を
い
た
だ
い
た
方
々
の
御
芳
名
を

掲
げ
、
そ
の
ご
芳
志
に
厚
く
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

※
御
芳
名
（
敬
称
略
）

一
、
漁
協
系
統
募
金

〔
六
月
〕

O
北
海
道
マ
購
買
漁
連
会
マ
地
方
協

O
青
森
県
マ
後
藤
亮
悦
O
静
岡
県
マ
静
岡
県

漁
業
協
同
組
合
婦
人
部
連
合
会
マ
地
方
協
＠

三
重
県
マ
中
山
重
雄
マ
地
方
協

O
山
口
県
マ

下
関
ふ
く
連
盟
マ
小
串
地
区
漁
協
婦
人
部
連

絡
協
議
会
マ
小
魚
実
行
組
合
｜
大
垣
重
吉
マ

地
方
協

O
福
岡
県
マ
蓑
島
漁
協
青
壮
年
部
｜

チ
ャ
リ
テ
ィ
i
募
金
O
長
崎
県
マ
荒
木

一
郎

マ
森
下
と
み
子
マ
中
山
良
夫
マ
立
木
義
和
マ

山
下
正
枝
マ
相
則
夫
マ
長
崎
県
漁
連
県
南
事

業
所
。
大
分
県
マ
天
野
勝
利
マ
戸
高
源
之
助

マ
茅
野
助
次
郎
マ
川
野
孫

一
郎
マ
渡
辺
満
晴

マ
津
田
啓
介
マ
松
本
英
明
マ
尾
形
長
一
一
〉
後

藤
秀
彦
マ
今
原
賢
滋
マ
浪
井
省
五
ロ
マ
山
田一

幸
マ
鳴
海
信
吾
マ
山
田
増
昭
マ
山
田
新
治
マ

場
見
正
直
マ
山
田
治
重
マ
塩
見
伊
佐
範
マ
吉

田
豊
彦
マ
日
豊
ヤ
ン
マ

l
側
佐
伯
支
店
O
熊

本
県
マ
地
方
協

〔
七
月
〕

O
北
海
道
マ
兄
輪
会
｜
北
海
道
漁
船

海
難
遺
児
育
英
手
当
基
金
経
由
マ
川
端

一
O

青
森
県
マ
鮒
ジ
ョ
イ
企
画
｜
北
見
恭
子
チ
ャ

リ
テ
ィ

i
コ
ン
サ
ー
ト
募
金

O
宮
城
県
マ
花

笠
会

O
秋
田
県
マ
伺
高
盛
｜
斉
藤
幸
夫
O
茨

城
県
マ
南
部
旋
網
漁
業
親
睦
会
会
長
鈴
木
正

次
O
千
葉
県
マ
千
葉
県
水
産
ま
つ
り
募
金
V

V
近
藤
常
次
マ
山
口
義

一
円V
西
康
孝
子
マ
本

吉
輿
四
郎
マ
地
方
協
O
新
潟
県
マ
能
生
町
底

曳
グ
ル
ー
プ
マ
解
良
清
政
マ
地
方
協
O
富
山

県
マ
竹
内
光
雄
マ
加
藤
光
雄
O
山
口
県
マ
順

風
丸
角
屋
順
治
｜
香
典
返
し
（
萩
市
社
会
福

祉
協
議
会
経
由
）
マ
松
村
久
マ
地
方
協
O
香

川
県
マ
地
方
協
O
愛
媛
県
マ
福
田
達
彦
O
福

岡
県
マ
地
方
協

O
長
崎
県
マ
森
友
子
マ
松
下

等
マ
中
山
良
夫
マ
荒
木
シ
オ
ミ
マ
松
本
治
郎

マ
地
方
協

O
大
分
県
マ
中
島
水
産
制
中
島
一

太
マ
伯
洋
海
運
鮒
山
本
孝
太
郎
O
熊
本
県
マ

地
方
協

〔
ハ
月
〕
＠
青
森
県
マ
地
方
協
O
宮
山
県
マ
入

善
町
商
工
同
友
会
O
三
重
県
マ
地
方
協
＠
兵

庫
県
マ
香
住
町
漁
協
｜
油
流
出
事
故
三
船
和

子
チ
ャ
リ
テ
ィ
l
コ
ン
サ
ー
ト
募
金
＠
島
根

県
マ
中
村
定
美
｜
香
典
返
し

O
岡
山
県
マ
田

原
強
l
香
典
返
し

O
広
島
県
マ
地
方
協
O
山

口
県
マ
黒
仲
介
漁
業
協
同
組
合
婦
人
部
マ
井
町

満
O
福
岡
県
マ
鐘
崎
漁
業
協
同
組
合
青
壮
年

部
マ
地
方
協
O
長
崎
県
マ
荒
木
藤
江
マ
平
岡

キ
ク
ノ
マ
長
崎
県
漁
連
諌
早
加
工
場
マ
向
井

チ
サ
子
マ
中
山
良
夫
マ
石
原
健
三
マ
平
山
昌

宏
O
大
分
県
マ
日
本
テ
キ
サ
ス
イ
ン
ス
ツ
ル

メ
ン
ツ
側
日
出
工
場
｜
建
て
千
網
実
行
委
員

会
マ
居
酒
屋
甚
八

二
、
一
一
般
寄
付

〔
六
月
〕

O
青
森
県
マ
大
山
チ
セ
（
八
戸
市
）

O
茨
城
県
マ
高
津
日
出
夫
・
清
子
（
つ
く
ば

市
）
＠
千
葉
県
マ
飯
村
久
子
（
野
田
市
）
マ
高

橋
圭
介
（
船
橋
市
）

。
東
京
都
マ
全
国
漁

業
協
同
組
合
連
合
会

有
志

一
同
（
千
代
田

区
）
マ
片
桐
祭
七

（中
央
区
）
マ
東
京

築
地
中
央
市
場
福
祉

報
徳
会
（
同
）
マ
春

田
孝
二
郎
・
朝
子

（
文
京
区
）
マ
根
本

京
子
（
品
川
区
）
マ

木
村
か
祢
（
渋
谷

区
）
マ
梶
浦
富
（
杉

並
区
）
マ
佐
野
宏
哉

（
練
馬
区
）
マ
杉
山

恵
美
子
（
北
区
）
マ

指
幸
子
（
板
橋
区
）

マ
上
田
都
美
（
荒
川

区
）
マ
冨
元
克
昌

（
足
立
区
）
マ
生
田

目
弥
寿
（
調
布
市
）

マ
匿
名
（
品
川
区
）

O
神
奈
川
県
マ
篠
田

冨
樹
次
（
伊
勢
原

市
）
マ
三
浦
市
観
光

協
会
三
崎
支
部
会
一

浦
市
）
マ
野
中
千
代

乃
（
横
浜
市
）

O
兵

庫
県
マ
側
兵
庫
県
水

産
振
興
基
金
（
神
戸

市
）
マ
秋
武
宏
（
同
）

マ
古
野
清
賢
（
西
宮

市
）
マ
五
弓
徹
（
伊

丹
市
）
O
岡
山
県
マ

吉
田
厚
子
（
笠
岡

市
）
【
七
月
】

O
北
海
道

マ
進
藤
大
二
（
札
幌
市
）
マ
沖
津
安
子
l
全

日
本
海
員
組
合
北
海
道
地
方
支
部
経
由
（
小

樽
市
）
マ
寿
都
水
産
加
工
業
協
同
組
合
青
年

部
（
寿
都
町
）

O
青
森
県
マ
大
山
チ
セ
（
八

戸
市
）

O
茨
城
県
マ
菊
池
吉
男
（
太
田
市
）

O

千
葉
県
マ
飯
村
久
子
（
野
田
市
）
マ
高
橋
圭

介
（
船
橋
市
）

O
東
京
都
マ
高
津
伊
兵
衛
（
港

区
）
マ
側
ト
リ
ノ
｜
赤
平
正
健
（
新
宿
区
）
マ

松
本
和
義
（
大
田
区
）
マ
木
村
か
祢
（
渋
谷

区
）
マ
石
崎
三
輪
子
（
板
橋
区
）
マ
指
幸
子

（
板
橋
区
）
マ
上
回
都
美
（
荒
川
区
）
マ
冨
元

克
昌
（
足
立
区
）
マ
亀
田
静
枝
（
町
田
市
）
マ

嶋
田
久
美
子
（
多
摩
市
）
マ
匿
名
（
品
川
区
）

O
神
奈
川
県
マ
市
川
佳
子
（
横
浜
市
）
マ
南

三
千
代
（
厚
木
市
）
マ
榊
原
克
己
（
藤
沢
市
）

O
大
阪
府
マ
演
康
晴
（
吹
田
市
）

O
兵
庫
県

マ
古
野
電
気
側
（
西
宮
市
）

O
岡
山
県
マ
吉

田
厚
子
（
笠
岡
市
）

O
愛
媛
県
マ
丹
和
子
（
新

居
浜
市
）

O
福
岡
県
マ
フ
ル
ノ
西
日
本
販
売

側

O
大
分
県
マ
日
本
海
員
少
年
団
大
分
県
連

盟
・
大
分
海
洋
少
年
団
・
船
員
O
B
会
（
豊
州

浪
満
寿
会
）
｜
海
の
日
街
頭
募
金
（
海
員
組

合
大
分
事
務
所
経
由
）

〔
ハ
月
〕

O
青
森
県
マ
大
山
チ
セ
（
八
戸
市
）

O
岩
手
県
マ
メ
フ
レ
側
水
沢
営
業
所
（
水
沢

市）

O
埼
玉
県
マ
N
T
T
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
ー

ズ
埼
玉
営
業
所
｜
斎
藤
元
喜
（
浦
和
市
）
＠

千
葉
県
マ
飯
塚
正
予
（
八
千
代
市
）
マ
飯
村

久
子
（
野
田
市
）

O
東
京
都
マ
制
連
合
総
合

生
活
開
発
研
究
所
（
千
代
田
区
）
マ
全
国
水

産
加
工
業
協
同
組
合
連
合
会
職
員
一
同
（
中

央
区
）
マ
木
村
か
祢
（
渋
谷
区
）
マ
山
本
二
郎

｜
香
典
返
し
（
杉
並
区
）
マ
奉
仕
の
箱
ア
ッ

プ
ル
ク
ラ
ブ
（
北
区
）
マ
上
回
都
美
（
荒
川

区
）
マ
冨
元
克
昌
（
足
立
区
）
マ
生
田
目
弥
寿

（
調
布
市
）

O
神
奈
川
県
マ
野
中
千
代
乃
（
横

浜
市
）
マ
全
国
海
友
婦
人
会
三
崎
支
部
（
三

浦
市
）
マ
近
藤
富
子
（
伊
勢
原
市
）

O
静
岡
県

マ
豊
田
幸
雄
（
湖
西
市
）

O
岡
山
県
マ
吉
田

厚
子
（
笠
岡
市
）

O
福
岡
県
マ
北
九
州
海
寿

会
l
今
村
敏
夫
（
北
九
州
市
）

数

県 名
給与奨学生 貸与奨学生

合計
平成 9年度第 2回採用者

合計
幼児小学生中学生高校生小針 高校生大学生等小針 幼児小学生中学生成主持品瞥大学生等

北海道 8 28 29 49 114 8 10 18 132 

膏 森 5 18 22 45 3 3 51 

岩 手 2 7 14 27 50 11 11 22 72 

宮 指定 2 14 23 15 54 2 3 5 59 

秋 回 4 6 6 

山 形 2 3 2 2 5 

福 島 8 11 14 33 3 2 5 38 

表 嫌 2 2 2 4 

栃 木

千 業 2 4 5 6 17 18 

’E 
京 2 3 4 

神奈 JII 2 5 7 2 9 

新 潟 2 3 

富 山

石 JII 3 6 7 16 2 18 

静 関 2 5 5 4 16 17 

愛 知 4 4 3 11 12 2 2 

福 井 5 3 9 2 3 12 －． 

• 4 2 8 2 2 JO ． 

~ 書官 3 3 

大 阪 2 2 

兵 .. 10 II 10 31 2 3 5 36 

和歌 山 9 3 6 19 2 2 21 

’ー
取 4 4 9 2 2 11 

』島 根 2 7 5 6 20 2 22 2 3 6 

同 山 3 2 5 5 

広 島 2 3 3 

山 ロ 5 5 18 28 5 9 14 42 

香 JII 2 2 2 6 2 2 8 

徳

‘ 
2 4 8 3 3 11 

愛 媛 3 5 8 3 5 8 16 

高 知 4 6 7 18 2 20 

福 同 4 3 5 12 2 14 

福岡県有明海 1 

佐賀県玄海

佐賀県有明海 2 2 3 7 3 4 11 

:I 崎 2 17 16 18 53 4 6 10 63 4 

大 分 8 13 11 33 2 2 35 

熊 本 ？ 

宮 自奇 7 9 17 83 8 4 12 45 

IJI! 児 島 7 11 9 28 5 4 9 37 2 

神 縄 3 3 8 14 4 5 19 2 3 

合 針 26 177 281 304 738 71 88 159 897 4 6 9 2 2 24 

（平成9年9月末現在）
生ー崎

てF奨EU 県府道都

注：報守華鏡錯鰯誉会普遍聖書fアの奨学生を含む。

漁船海難遺児 羽根募金の水色！！ を手の愛




